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「1型糖尿病児の登校再開始時の学校への連絡テンプレート」

この資料は、日本小児内分泌学会糖代謝委員会が、小児・思春期1型糖尿病診療支援ツールとして作成しました。1型糖尿病の診療の際、お役に立てれば幸いです。
利用する際は、資料をダウンロードして、患者、学校、医療機関、地域等の現状に合わせて、利用者が、加筆・修正の上、利用者の責任でご利用ください。本資料をもとに作成された資料等に対しては、日本小児内分泌学会は免責とさせていただきます。



○○○○学校
校長先生、教頭先生、担任先生、養護教諭先生

本日は、○○○○さんは、今まで通りの生活を送れるまでに回復しました。これからの学校生活についての以下のような相談したく存じます。直接相談できる時間をいただければ幸いです。

1、学校の教職員の皆様に1型糖尿病型の概要の理解をお願いします。
　インスリン自己注射と自己血糖測定が必要であること。
　制限のない学校生活を行うことが、本人の自立に欠かせないこと

2、給食前の自己注射、自己血糖測定の場所、時間の確保をお願いいたします。
　時間：給食当番の時はどうするかなど
　場所：保健室、教室、その他、など

3、低血糖について
食事量が少なかったり、運動量が多かったりすると低血糖になりやすくなります。そのようなことがないように、インスリン調整をしていきます。しかし、低血糖を全くゼロにすることはできません。給食前の血糖値が最も低いので、その血糖値を確認すれば、安心できます。
もし、低血糖が疑わしい状態になりましたら、①ブドウ糖10g程度を食べさせる。②血糖測定　の順でご対応をお願いします。体調不良がすべて低血糖とは限りませんが、ブドウ糖を食べて、血糖が上がっても、大きな問題にはなりませんので、ご安心ください。
低血糖状態で、ブドウ糖が食べられなかったり、食べても意識状態が不安定の場合は、直ちに救急要請をしてください。バクスミーを点鼻投与してください（別紙指示書をご覧下さい）。バクスミーの投与が難しい場合の送先は、〇〇病院〇〇科にお願いします。家族にもご連絡をお願いします。

4、学校行事、部活動について
すべての学校行事、部活動には参加可能と考えます。低血糖をおこさないようなインスリン調整をしますので、参加制限はしないようにお願いいたします。

5、クラスメイトなどへの病状の説明について
自己注射、自己血糖測定、低血糖などを勘案すると同級生などには、ある程度理解していただいた方が望ましいです。中学生ですので、きちんと説明すれば、１型糖尿病について理解していただけると考えます。むしろ、隠すことで、生徒さん同士の関係で不具合が生じ、ご本人の自立の妨げになると考えられます。ご検討の程、何卒宜しくお願い申し上げます。


ご不明、ご不安な点がございましたら、何なりとご連絡いただければ幸甚です。
〇〇〇〇さんが楽しい学校生活を送れるように、何卒よろしくお願いいたします。


〇〇〇〇年〇〇月〇〇日

〇〇〇病院　〇〇科
○○ 〇〇（医師名）
E-mail: ○〇〇○@〇〇〇.〇〇
TEL: ○○-○○-○○○（外来受付）
TEL: ○○-○○-○○○（病棟）

